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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第２四半期
累計期間

第44期
第２四半期
累計期間

第43期

会計期間
自2021年８月１日
至2022年１月31日

自2022年８月１日
至2023年１月31日

自2021年８月１日
至2022年７月31日

売上高 （千円） 2,911,397 3,848,878 6,401,870

経常利益 （千円） 548,886 982,012 1,481,405

四半期（当期）純利益 （千円） 381,720 700,609 1,052,910

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,663,687 1,663,687 1,663,687

発行済株式総数 （株） 8,042,881 8,042,881 8,042,881

純資産額 （千円） 9,417,811 10,460,328 10,057,532

総資産額 （千円） 12,147,217 13,861,496 13,379,640

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 47.52 87.21 131.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 35.00

自己資本比率 （％） 77.5 75.5 75.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △94,887 △1,068,210 1,181,167

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △3,439 △64,703 △214,042

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △244,239 △303,509 △64,106

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,644,505 2,481,329 3,919,589

 

回次
第43期

第２四半期
会計期間

第44期
第２四半期
会計期間

会計期間
自2021年11月１日
至2022年１月31日

自2022年11月１日
至2023年１月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 41.50 60.29

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

当第２四半期累計期間における世界経済は、ウクライナ情勢を受けた資源・エネルギー価格の高騰、インフレ

リスクに対応した欧米諸国での政策金利の引き上げや急激な為替変動、新型コロナウイルス感染症に伴うサプラ

イチェーンへの影響等、依然として先行き不透明な状況が継続しております。

一方、半導体等電子部品業界におきましては、当社の関わる化合物半導体及び電子部品製造装置の販売マー

ケットにおいて５Ｇ（第５世代移動通信システム）スマートフォン向けや自動車向けセンサーなどの電子部品分

野、あるいはＭＥＭＳ（Micro Electro Mechanical Systems＝微小電気機械素子）といった先端分野での投資が

幅広い企業で進み、半導体等電子部品製造装置の需要は拡大しております。

このような状況の下、当社ではオプトエレクトロニクス分野では半導体レーザー用途、電子部品・ＭＥＭＳ分

野では高周波デバイス、パワーデバイス用途、シリコン分野では欠陥解析用途、実装・表面処理分野では各種表

面改質用途、表示デバイス分野ではＶＲディスプレイ用途、その他分野では多目的の研究開発、医療・バイオテ

クノロジー用途向けの製造装置の販売実績がありました。また、新規事業（ヘルスケア事業）の創出に向けた技

術開発への取り組みや、水蒸気を用いたプラズマ処理装置であるAqua Plasma（アクアプラズマ）洗浄装置の拡

販による新たな事業領域の拡大に注力いたしました。

その結果、当第２四半期累計期間における業績は、売上高が3,848百万円（前年同期比32.2％増）、営業利益

は964百万円（前年同期比84.3％増）、経常利益は982百万円（前年同期比78.9％増）、四半期純利益は700百万

円（前年同期比83.5％増）となりました。

 

主な品目別の売上高は、次のとおりであります。なお、当社は半導体等電子部品製造装置の製造及び販売事業

の単一セグメントであるためセグメント毎の記載はしておりません。

（ＣＶＤ装置）

オプトエレクトロニクス分野の半導体レーザー用途や電子部品分野の高周波デバイス用途での販売があり、売

上高は797百万円（前年同期比47.0％増）となりました。

（エッチング装置）

オプトエレクトロニクス分野の半導体レーザー用途や電子部品分野の高周波デバイス、シリコン分野の欠陥解

析用途での販売があり、売上高は1,881百万円（前年同期比39.2％増）となりました。

（洗浄装置）

オプトエレクトロニクス分野の半導体レーザー用途や実装・表面処理分野の各種表面改質用途での販売があ

り、売上高は366百万円（前年同期比137.3％増）となりました。

（その他）

既存装置のメンテナンスや部品販売、装置の移設・改造などで、売上高は803百万円（前年同期比6.9％減）と

なりました。
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(2) 財政状態の分析

（流動資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は、9,307百万円で前事業年度末に比べ467百万円増加いたし

ました。現金及び預金が1,438百万円減少した一方、売上債権及び契約資産が1,509百万円、棚卸資産が412百万

円増加したのが主な要因であります。

（固定資産）

当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は、4,553百万円で前事業年度末に比べ14百万円増加いたし

ました。投資有価証券が20百万円減少した一方、建設仮勘定が21百万円、保険積立金が20百万円増加したのが主

な要因であります。

（流動負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は、2,410百万円で前事業年度末に比べ96百万円増加いたし

ました。未払消費税等が51百万円減少した一方、買掛金が141百万円、未払法人税等が50百万円増加したのが主

な要因であります。

（固定負債）

当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は、990百万円で前事業年度末に比べ16百万円減少いたしま

した。長期借入金が19百万円減少したのが主な要因であります。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、10,460百万円で前事業年度末に比べ402百万円増加いたし

ました。その他有価証券評価差額金が16百万円減少した一方、繰越利益剰余金が419百万円増加したのが主な要

因であります。自己資本比率は75.5％と前事業年度末に比べ0.3ポイント上昇いたしました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ1,438百万

円減少し、2,481百万円（前事業年度末比36.7％減）となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は1,068百万円（前年同期に使用した資金は94百万円）となりました。これは主に

税引前四半期純利益が982百万円、仕入債務の増加が141百万円に対して、売上債権及び契約資産の増加が1,494百

万円、棚卸資産の増加が412百万円、法人税等の支払額が233百万円であったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は64百万円（前年同期に使用した資金は3百万円）となりました。その主な内容

は、定期預金の払戻による収入が1,440百万円に対して、定期預金の預入による支出が1,446百万円、有形固定資

産の取得による支出が42百万円であったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は303百万円（前年同期に使用した資金は244百万円）となりました。これは主に

配当金の支払額が281百万円であったことによるものであります。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあ

りません。

 

(6) 研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究開発費の金額は、128百万円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動に重要な変更はありません。

 

(7) 経営成績に重要な影響を与える要因

当第２四半期累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,400,000

計 14,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年３月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,042,881 8,042,881
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 8,042,881 8,042,881 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年11月１日～

2023年１月31日
－ 8,042,881 － 1,663,687 － 2,079,487
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（５）【大株主の状況】

  2023年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

日本マスタートラスト信託銀行

（株）
東京都港区浜松町２－11－３ 1,150 14.33

（一財）サムコ科学技術振興財

団

京都市伏見区竹田藁屋町36番地 サムコ

（株）内
1,000 12.45

辻 理 滋賀県大津市 877 10.93

サムコエンジニアリング（株） 京都市伏見区竹田藁屋町64番地 850 10.59

（株）日本カストディ銀行 東京都中央区晴海１－８－12 402 5.01

辻 一美 滋賀県大津市 201 2.51

野村信託銀行（株） 東京都千代田区大手町２－２－２ 130 1.62

（株）三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 129 1.61

サムコ従業員持株会 京都市伏見区竹田藁屋町36番地 112 1.40

立田 利明 京都府宇治市 103 1.28

計 － 4,958 61.73

（注）１．サムコエンジニアリング（株）は、当社代表取締役会長辻理の資産管理会社であります。

２．当社代表取締役会長辻理は、サムコエンジニアリング（株）の代表取締役及び（一財）サムコ科学技術振

興財団の理事長を兼務しております。

３．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行（株）（信託口）        1,150千株

（株）日本カストディ銀行（信託口）                    402千株

４．2021年１月８日付で公衆の縦覧に供されている、（株）三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループから提出さ

れた大量保有報告書（変更報告書）において、（株）三菱ＵＦＪ銀行他３名の共同保有者が2020年12月28

日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載されているものの、このうち、三菱ＵＦＪ信託銀行

（株）、三菱ＵＦＪ国際投信（株）および三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券（株）については、当社

として2023年１月31日における実質所有株式数の確認ができていないため、上記大株主の状況には含めて

おりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）

株券等保有割合

（％）

（株）三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 129 1.61

三菱ＵＦＪ信託銀行（株） 東京都千代田区丸の内１－４－５ 158 1.98

三菱ＵＦＪ国際投信（株） 東京都千代田区有楽町１－12－１ 16 0.21

三菱ＵＦＪモルガン・スタ

ンレー証券（株）
東京都千代田区丸の内１－９－２ 55 0.69

計 － 360 4.48
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５．2021年４月７日付で公衆の縦覧に供されている、（株）みずほ銀行から提出された大量保有報告書（変更

報告書）において、（株）みずほ銀行他２名の共同保有者が2021年３月31日現在でそれぞれ以下の株式を

所有している旨が記載されているものの、このうち、アセットマネジメントOne（株）については、当社

として2023年１月31日における実質所有株式数の確認ができていないため、上記大株主の状況には含めて

おりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）

株券等保有割合

（％）

（株）みずほ銀行 東京都千代田区大手町１－５－５ 44 0.56

みずほ証券（株） 東京都千代田区大手町１－５－１ 54 0.68

アセットマネジメント

One（株）
東京都千代田区丸の内１－８－２ 117 1.46

計 － 216 2.70

６．2022年12月７日付で公衆の縦覧に供されている、野村證券（株）から提出された大量保有報告書（変更報

告書）において、野村證券（株）他２名の共同保有者が2022年11月30日現在でそれぞれ以下の株式を所有

している旨が記載されているものの、このうち、ノムラ インターナショナル ピーエルシー（NOMURA

INTERNATIONAL PLC）、野村アセットマネジメント（株）については、当社として2023年１月31日におけ

る実質所有株式数の確認ができていないため、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）

株券等保有割合

（％）

野村證券（株） 東京都中央区日本橋１－13－１ ６ 0.08

ノムラ インターナショナル

ピーエルシー（NOMURA

INTERNATIONAL PLC）

1 Angel Lane, London ECR 3AB, United

Kingdom
38 0.48

野村アセットマネジメント

（株）
東京都江東区豊洲２－２－１ 477 5.93

計 － 522 6.49

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年１月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式)

－ －
普通株式 10,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,011,400 80,114 －

単元未満株式 普通株式 21,281 － －

発行済株式総数  8,042,881 － －

総株主の議決権  － 80,114 －
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②【自己株式等】

    2023年１月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

サムコ 株式会社

京都市伏見区竹田

藁屋町36番地
10,200 － 10,200 0.13

計 － 10,200 － 10,200 0.13

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2022年11月１日から2023年１

月31日まで）及び第２四半期累計期間（2022年８月１日から2023年１月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 3.36％

売上高基準 2.52％

利益基準 3.48％

利益剰余金基準 0.68％
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2022年７月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,826,790 4,388,375

受取手形 11,429 648

電子記録債権 57,931 53,129

売掛金及び契約資産 1,313,788 2,823,456

製品 7,974 －

仕掛品 1,268,297 1,595,797

原材料及び貯蔵品 308,935 401,536

前払費用 12,522 7,957

その他 32,919 36,927

貸倒引当金 △141 △291

流動資産合計 8,840,448 9,307,538
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2022年７月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年１月31日)

固定資産   

有形固定資産   

建物 1,099,671 1,112,757

減価償却累計額 △798,686 △811,578

建物（純額） 300,985 301,178

構築物 27,100 27,100

減価償却累計額 △24,908 △25,000

構築物（純額） 2,191 2,099

機械及び装置 764,976 686,956

減価償却累計額 △732,673 △661,474

機械及び装置（純額） 32,302 25,481

車両運搬具 55,024 55,024

減価償却累計額 △51,251 △51,880

車両運搬具（純額） 3,773 3,144

工具、器具及び備品 243,062 245,587

減価償却累計額 △224,898 △228,563

工具、器具及び備品（純額） 18,164 17,024

土地 3,453,567 3,453,567

リース資産 50,790 50,790

減価償却累計額 △49,780 △50,671

リース資産（純額） 1,009 118

建設仮勘定 3,869 25,488

有形固定資産合計 3,815,865 3,828,103

無形固定資産   

電話加入権 2,962 2,962

ソフトウエア － 427

水道施設利用権 143 2

リース資産 1,828 735

無形固定資産合計 4,934 4,128

投資その他の資産   

投資有価証券 290,122 269,876

関係会社株式 25,207 25,207

出資金 5,000 5,000

関係会社長期貸付金 19,044 14,811

繰延税金資産 121,990 129,146

差入保証金 76,823 77,412

保険積立金 179,066 199,206

その他 1,138 1,064

投資その他の資産合計 718,392 721,725

固定資産合計 4,539,192 4,553,957

資産合計 13,379,640 13,861,496
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2022年７月31日)
当第２四半期会計期間
(2023年１月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 779,591 921,472

短期借入金 700,000 700,000

１年内返済予定の長期借入金 39,996 39,996

リース債務 2,838 854

未払金 110,224 107,315

未払費用 38,697 34,729

未払法人税等 258,203 308,507

契約負債 217,378 192,610

預り金 35,443 23,019

賞与引当金 23,700 25,300

役員賞与引当金 30,000 27,186

製品保証引当金 15,400 18,300

その他 62,766 11,005

流動負債合計 2,314,240 2,410,297

固定負債   

長期借入金 143,339 123,341

退職給付引当金 479,575 477,700

役員退職慰労引当金 384,954 389,829

固定負債合計 1,007,868 990,870

負債合計 3,322,108 3,401,167

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,663,687 1,663,687

資本剰余金   

資本準備金 2,079,487 2,079,487

資本剰余金合計 2,079,487 2,079,487

利益剰余金   

利益準備金 59,500 59,500

その他利益剰余金   

別途積立金 4,367,000 4,367,000

繰越利益剰余金 1,752,437 2,171,900

利益剰余金合計 6,178,937 6,598,400

自己株式 △12,238 △12,620

株主資本合計 9,909,873 10,328,954

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 147,658 131,374

評価・換算差額等合計 147,658 131,374

純資産合計 10,057,532 10,460,328

負債純資産合計 13,379,640 13,861,496
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　2021年８月１日
　至　2022年１月31日)

当第２四半期累計期間
(自　2022年８月１日
　至　2023年１月31日)

売上高 2,911,397 3,848,878

売上原価 1,505,512 1,898,815

売上総利益 1,405,884 1,950,062

販売費及び一般管理費 ※ 882,798 ※ 985,935

営業利益 523,086 964,126

営業外収益   

受取利息 227 167

受取配当金 1,854 21,228

為替差益 16,575 －

受取賃貸料 5,791 5,836

補助金収入 1,245 1,886

雑収入 1,964 3,311

営業外収益合計 27,657 32,430

営業外費用   

支払利息 1,856 2,185

為替差損 － 12,359

固定資産除却損 － 0

営業外費用合計 1,856 14,545

経常利益 548,886 982,012

税引前四半期純利益 548,886 982,012

法人税等 167,166 281,403

四半期純利益 381,720 700,609
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　2021年８月１日
　至　2022年１月31日)

当第２四半期累計期間
(自　2022年８月１日
　至　2023年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 548,886 982,012

減価償却費 39,203 28,205

受取利息及び受取配当金 △2,081 △21,395

支払利息 1,856 2,185

為替差損益（△は益） △22,923 8,738

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16 150

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,500 1,600

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,729 △2,814

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,200 2,900

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,567 △1,875

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,830 4,875

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △257,087 △1,494,084

棚卸資産の増減額（△は増加） △308,941 △412,126

仕入債務の増減額（△は減少） △78,928 141,881

未払消費税等の増減額（△は減少） 33,302 △51,741

契約負債の増減額（△は減少） 104,271 △24,767

その他 12,972 △243

小計 59,482 △836,499

利息及び配当金の受取額 2,135 2,955

利息の支払額 △1,081 △1,397

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △155,423 △233,269

営業活動によるキャッシュ・フロー △94,887 △1,068,210

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,402,031 △1,446,263

定期預金の払戻による収入 1,390,301 1,440,537

有形固定資産の取得による支出 △20,018 △42,497

投資有価証券の取得による支出 △2,877 △3,193

貸付金の回収による収入 53,009 8,836

保険積立金の積立による支出 △20,140 △20,140

その他 △1,681 △1,982

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,439 △64,703

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 － △19,998

自己株式の取得による支出 △54 △381

配当金の支払額 △240,983 △281,146

その他 △3,201 △1,983

財務活動によるキャッシュ・フロー △244,239 △303,509

現金及び現金同等物に係る換算差額 21,758 △1,836

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △320,808 △1,438,260

現金及び現金同等物の期首残高 2,965,313 3,919,589

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,644,505 ※ 2,481,329
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費

販売費に属する費用のおおよその割合は前第２四半期累計期間23％、当第２四半期累計期間27％であり、一

般管理費に属する費用のおおよその割合は前第２四半期累計期間77％、当第２四半期累計期間73％でありま

す。

主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前第２四半期累計期間
（自 2021年８月１日

   至 2022年１月31日）

 当第２四半期累計期間
（自 2022年８月１日

   至 2023年１月31日）

旅費交通費 30,140千円 47,676千円

製品保証引当金繰入額 3,379 11,675

役員報酬 58,498 59,500

給料手当 271,976 278,162

賞与引当金繰入額 11,618 12,232

法定福利費及び福利厚生費 81,744 93,808

退職給付費用 9,173 8,500

役員退職慰労引当金繰入額 4,830 4,875

賃借料 38,584 40,348

研究開発費 130,262 128,136

減価償却費 18,305 14,327

貸倒引当金繰入額 △16 150

租税公課 43,480 46,655

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間
（自 2021年８月１日
至 2022年１月31日）

当第２四半期累計期間
（自 2022年８月１日
至 2023年１月31日）

現金及び預金勘定 4,519,666千円 4,388,375千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,875,160 △1,907,046

現金及び現金同等物 2,644,505 2,481,329
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自2021年８月１日 至2022年１月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年10月22日

定時株主総会
普通株式 240,983 30.00 2021年７月31日 2021年10月25日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自2022年８月１日 至2023年１月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年10月25日

定時株主総会
普通株式 281,146 35.00 2022年７月31日 2022年10月26日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、半導体等電子部品製造装置の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

地理的区分並びに製品及びサービスに分解した収益の情報は以下のとおりであります。

 

前第２四半期累計期間（自2021年８月１日　至2022年１月31日）

（単位：千円）

 装置引渡し売上高 装置検収売上高 サービス等売上高 合計

（地理的区分）     

日本 1,233,372 121,266 738,403 2,093,042

アジア 431,290 117,968 96,534 645,793

　台湾 － 10,750 30,494 41,244

　中国 274,924 82,941 18,481 376,347

　韓国 72,900 － 20,272 93,172

　その他 83,466 24,277 27,286 135,029

北米 71,945 6,216 27,123 105,285

欧州 － 32,960 1,167 34,127

その他 33,034 － 113 33,147

合計 1,769,643 278,411 863,342 2,911,397

     

（製品及びサービス）     

ＣＶＤ装置 488,749 53,601 － 542,351

エッチング装置 1,157,788 193,316 － 1,351,104

洗浄装置 123,105 31,493 － 154,599

部品・メンテナンス － － 863,342 863,342

合計 1,769,643 278,411 863,342 2,911,397

（注）「装置の引渡し」の履行義務充足による売上高を「装置引渡し売上高」、「装置の設置に関連する役務（据付、立

上げ、調整等）の提供」の履行義務充足による売上高を「装置検収売上高」として記載しております。また、パー

ツ販売、改造・保守サービスに関する売上高を「サービス等売上高」として記載しております。
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当第２四半期累計期間（自2022年８月１日　至2023年１月31日）

（単位：千円）

 装置引渡し売上高 装置検収売上高 サービス等売上高 合計

（地理的区分）     

日本 1,653,360 60,160 697,829 2,411,350

アジア 941,961 80,199 62,671 1,084,831

　台湾 161,415 31,195 16,981 209,591

　中国 461,173 26,226 23,446 510,846

　韓国 285,840 9,700 7,347 302,887

　その他 33,532 13,077 14,895 61,505

北米 241,966 18,151 34,125 294,243

欧州 45,591 3,726 9,134 58,453

その他 － － － －

合計 2,882,879 162,237 803,760 3,848,878

     

（製品及びサービス）     

ＣＶＤ装置 766,047 31,100 － 797,147

エッチング装置 1,787,934 93,111 － 1,881,046

洗浄装置 328,897 38,026 － 366,923

部品・メンテナンス － － 803,760 803,760

合計 2,882,879 162,237 803,760 3,848,878

（注）「装置の引渡し」の履行義務充足による売上高を「装置引渡し売上高」、「装置の設置に関連する役務（据付、立

上げ、調整等）の提供」の履行義務充足による売上高を「装置検収売上高」として記載しております。また、パー

ツ販売、改造・保守サービスに関する売上高を「サービス等売上高」として記載しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自 2021年８月１日
至 2022年１月31日）

当第２四半期累計期間
（自 2022年８月１日
至 2023年１月31日）

１株当たり四半期純利益 47円52銭 87円21銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 381,720 700,609

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 381,720 700,609

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,032 8,032

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年３月13日

サムコ 株式会社

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人

京都事務所

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 羽　津　隆　弘

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 山　中　智　弘

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサムコ 株式会社

の2022年８月１日から2023年７月31日までの第44期事業年度の第２四半期会計期間（2022年11月１日から2023年１月31日

まで）及び第２四半期累計期間（2022年８月１日から2023年１月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸

借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、サムコ 株式会社の2023年１月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務

諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、

四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠

していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社 (四半期報告書提出会社) が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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